社団法人　千葉県社会福祉士会　

平成22年度第４回理事会議事録

1、 開催日時　平成22年8月21日（土）13：30～15：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター2階会議室
3、 出席者　会長　神山

副会長　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長　岡本
　　　　　　会員理事　（総合相談委員会）小倉

（ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木、吉田

（総務委員会）鈴木、櫻井（絢）
（外部評価委員会）、（独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事　西城、石塚
　　委任状提出理事　五十嵐、周藤、染野、丸

欠席理事　石川、池亀
欠席代議員　須田、小榑、平野、出羽　欠席監事　君和田、林

4、 議題

（1） 報告事項に対する質疑
（2） 議事
1． 委員会体制について

2． 協賛依頼への対応について

3． その他

5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

・岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
○委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．独立型社会福祉士委員会

・本日午前中に独立型社会福祉士委員会を開催。25名に参加いただいた。
・点と線にちらしをいれたことにより、前回より参加人数が増えた。今後もより会員さんに知ってもらうため活動内容も充実させたいと考えている。

２．外部評価委員会　介護サービス情報公表事業部会

・公表センターから今年度の調査手数料決定の通知があった。それに基づき、今年度収支予算を修正。（当日配布資料参照）
・調査の開始は10月からと調査員会議で決定した。

３．総務委員会　広報部会
・今回の点と線は紙面を大幅リニューアルしたため、7月発行予定が延び延びとなりこの時期となってしまった。反省を次に生かしたいと思う。

・今回点と線で「ワーキングチーム」の募集をしている。例えば「内部連携外部対応システムの構築」では、ネット等で会員が会員へ質問を投げかけ、リアルタイムで回答が返ってくるようなシステム。さまざまな福祉の場で働いている会員がいるので、そういった場を構築するワーキングチームなど。

４．ぱあとなあ千葉運営委員会

・ぱあとなあ登録員・準登録員サポート勉強会を9月18日に実施。年2回開催している登録員研修とは別に初めて受任する登録員等の不安を解消するための勉強会を月に1度のペースで開催。

・今後の運営状態を把握するため、今年度はお試し受講費無料で開催してみようと運営委員会で決定した。交通費等の面では、他の事業の予算のなかでやりくりする。

・お試しの運営状況をみて、勉強会については今後継続するか、継続の場合は有料化にするか検討する。

· 議事１
1． 委員会委員について
· 資料18ページの各委員会委員について、委員の承認を求める→承認。後日各委員へ委嘱状を発行する。
2． 社団法人千葉県社会福祉士会負担金配分委員会準備会について
・準備会の設置について、座長を五十嵐理事がつとめ、5名程度の人選をすることについて承認を求める→承認。人選は五十嵐理事及び三役で検討の上決定する。準備会で負担金規則の下案まで作成し、理事会へ提出というかたちをとる。

· 議事２　協賛依頼への対応について
· 訪問介護フォーラム2010へ協賛し、協賛金を支払うことについて承認を求める→承認。
ただし、広告掲載だけではなく、社会福祉士会の介護従事者を応援する考え・メッセージをフォーラムで伝えていくことが大切。また、こちらでも三団体フォーラムを今後開催予定、その際の協賛をいただくつながりも大切にしなければいけない。
· 議事３　その他　

1． 法人後見報酬配分について
・事務執行者9割、事務局1割の配分とする。

・事務執行者は2名いるため、2名の配分については、双方の事務量を鑑み運営委員会に諮り、理事会へ報告する

２．ぱあとなあから推薦を受けた登録員が退会希望している場合の対応

・会員退会は、日本社会福祉士会の全体理事会で承認が必要。（今年度は10月）その10月までの間にその退会希望者へ最終意思確認の文書を送付。現在3役で文書内容を整理している、決定次第送付。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録　事務局員　峰島
